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⑴問題の発見・共有・解決のための小地域福祉活動の活性化

〇総合相談支援の推進

住民の困りごとを幅広く受け止める相談窓口の設置と個別支援を実施します

〇福祉関係機関との連絡会議実施

福祉関係相談窓口との連絡会議を月1回開催し情報の共有と支援の協働化を図ります

〇町内会福祉活動推進

町内会福祉活動を推進するための活動費助成など支援に取り組みます

〇地域ふれあいサロン活動の普及

孤立を予防し、地域の助け合いを推進するサロン活動の普及と定着を支援します

〇災害に対する体制整備

災害時、社協の役割を果たすための職員養成や地域ネットワークの強化に取り組みます

〇地域ふれあい支援事業推進（託老事業、サロン事業）

地域高齢者の介護予防を目指し、託老事業運営とサロンの普及定着を図ります

〇生活困窮者支援事業の推進

生活困窮者の困窮からの脱却と自立を目指す個別支援に取り組みます

〇生活福祉資金及び生活困窮者サポート事業の推進

生活困窮状態等からの早期の回復や生命健康を守るために貸付を行います

〇権利擁護センター事業の推進

判断能力の低下した方や身寄りのない方への総合的権利擁護支援に取り組みます

〇法人後見事業の推進

成年後見制度の安定的受任体制を確保するため法人後見に取り組みます

〇権利擁護支援事業の推進（あんしんサポート事業と日常生活自立支援事業）

判断能力の低下した方及び身寄りがない方を社会的に支える体制整備に取り組みます

〇ひきこもり支援施策の検討と推進

本市におけるひきこもり者の実態把握を行い、支援施策を検討準備します

〇介護保険事業の推進（通所介護事業、訪問介護事業、居宅介護支援事業）

介護サービスの安定的供給を目指し上記３事業に取り組みます
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⑵一人ひとりの生活課題を受け止め、
　　　　　包括的に解決していくための支援体制づくり



令和８年度　富良野市社会福祉協議会　事業計画

⑶まちづくりにかかわる多様な推進主体とのネットワークの強化

〇各種福祉団活動の支援

福祉活動を推進する団体への財政的支援を行います

〇福祉関係機関との連絡会議実施

福祉関係相談窓口との連絡会議を月1回開催し情報の共有と支援の協働化を図ります

〇成年後見関係機関との連携強化

成年後見関係機関と協力し制度の普及と受任体制安定化に取り組みます

〇社会福祉法人間連携による事業推進

生活困窮者への支援及び総合的権利擁護支援に市内社会福祉法人で連携し取り組みます

〇ボランティア連絡協議会運営

連絡協議会事務局を担い、ボランティア団体の連携強化とスキルアップを目指します

〇赤い羽根共同募金運動の推進

富良野市共同募金委員会事務局を担い、地域の助け合いを推進します

⑷地域づくりを主体的に担う人づくり

〇ボランティアセンター運営

ボランティアしたい人としてほしい人をつなぎ地域の助け合いを推進します

〇ボランティア養成講座の実施

ボランティアのスキルアップと新しい担い手育成に取り組みます

〇学童生徒への福祉教育とボランティア活動の推進

学童期からの福祉教育により福祉の心を育み、支え合う地域を目指します

〇市民向け福祉講座実施

共に支え合う地域づくり目指して、福祉に関するさまざまな情報提供を行います

〇よりそい支援員養成

孤立を生まない地域、本人らしい生活が続けられる地域を支える人材を養成します

〇地域福祉センター管理

さまざまな住民活動の拠点となる地域福祉センターの運営管理を行います
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⑸課題に柔軟に対応し、解決していくための組織づくり

〇福祉活動への住民参加促進

社協活動への協力、共同募金活動への協力、地域福祉活動への協力を通じた住民参加

を促進します

〇法人組織運営の安定化

地域福祉の推進を安心して任せられる法人を目指し、運営の適正化と安定化を図ります

〇広報啓発活動の充実

住民に必要な情報を多様な媒体で安定的に提供できる広報周知を目指します

〇新たな課題に対応するための職員体制充実

地域福祉を支える人材育成と確保に積極的に取り組みます

〇研修推進と資格取得奨励制度による職員資質向上

自己研鑽を実現できる環境づくりを積極的に進めます

〇関係諸会議への参加によるネットワーク強化

地域ネットワーク強化につながる会議へ積極的に職員を派遣します

〇法人運営費の確保

法人運営安定化の基本となる財源の安定的確保と適正な運用を目指します

9-(5)


